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【手続補正書】
【提出日】平成28年1月26日(2016.1.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信用のキャリア検知メカニズムを有する無線規格を使用する共用無線スペクトル環境
内でドッキング体とワイヤレスドッキングするためのドッキングステーションであって、
　無線機と、
　前記無線機に接続されるアンテナと
　を含むドッキングステーションであって、前記無線機は、ドッキング体がドッキングさ
れているときのキャリア検知メカニズム検出閾値が、前記ドッキング体がドッキングされ
ていないときのキャリア検知メカニズム検出閾値よりも高くなるように変更を引き起こす
、ドッキングステーション。
【請求項２】
　ノイズ発生器を更に含み、前記ノイズ発生器は信号を伝送することにより、前記ドッキ
ングステーションからの無線伝送以外の前記無線環境内の無線伝送をマスクする水準まで
前記ドッキング体内で受信される信号のノイズフロアを上昇させる、請求項１に記載のド
ッキングステーション。
【請求項３】
　前記ドッキングステーションから伝送される信号がドッキング時に前記ドッキング体の
方に導かれるように、前記ドッキングステーションの前記アンテナが指向性である、請求
項１に記載のドッキングステーション。
【請求項４】
　ドッキング時にドッキング体によって使用される伝送出力設定を下げるためのフィード
バックを前記ドッキングステーションが前記ドッキング体に提供できるように、前記ドッ
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キングステーションがトランジットパワー制御（ＴＰＣ）を実施する前記ドッキング体に
ＴＰＣレポートを与える、請求項１に記載のドッキングステーション。
【請求項５】
　前記ドッキング体と前記ドッキングステーションとの間の物理的ドッキングを検出する
ためのセンサと、
　少なくとも前記センサの読取値に応じてキャリア検知メカニズム検出閾値の前記変更を
変える制御システムと、
　を含む、請求項１に記載のドッキングステーション。
【請求項６】
　前記変更は、通常値と比較して、ドッキング状態におけるキャリア検知の閾値を高める
ことを含む、請求項５に記載のドッキングステーション。
【請求項７】
　好ましくは前記ドッキング体にアドレス指定されたパケットの伝送についてのみ、前記
無線機によってパケット伝送に使用される信号強度をドッキング状態において下げる、請
求項６に記載のドッキングステーション。
【請求項８】
　ドッキングステーションとの通信用のキャリア検知メカニズムを有する無線規格を使用
する共用無線スペクトル環境内で、ドッキング体とワイヤレスドッキングするためのドッ
キングステーションであって、
　アンテナに接続される無線機と、
　前記ドッキング体の挿入時に電波吸収体が前記ドッキング体の前記アンテナをほぼ取り
囲むように、前記ドッキング体を挿入するためのスロットを有する電波吸収体であって、
通過する無線信号のエネルギを吸収するための電波吸収材料で作られる、電波吸収体と
　を含む、ドッキングステーション。
【請求項９】
　前記電波吸収体が柔軟な電波吸収材料で作られ、多岐にわたる大きさの様々な種類のド
ッキング体の前記アンテナを受け入れてほぼ取り囲むように変形する、請求項８に記載の
ドッキングステーション。
【請求項１０】
　前記電波吸収体に無線信号を反射させるための遮蔽要素を更に含む、請求項８に記載の
ドッキングステーション。
【請求項１１】
　前記遮蔽要素が前記電波吸収体に組み込まれる、請求項１０に記載のドッキングステー
ション。
【請求項１２】
　前記電波吸収体が導電性材料を含むフォームである、請求項８に記載のドッキングステ
ーション。
【請求項１３】
　通信用のキャリア検知メカニズムを有する無線規格を使用するアンテナに接続される無
線機を用いて構成されるドッキング体と、請求項１乃至１１の何れか一項に記載のドッキ
ングステーションと、を含む、共用無線スペクトル環境内のワイヤレスドッキングシステ
ム。
【請求項１４】
　前記ドッキング体が、前記ドッキング体の前記無線機の動作を少なくとも第１のモード
と第２のモードとの間で切り替えるための制御システムを更に含む、請求項１３に記載の
ワイヤレスドッキングシステム。
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